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Abstract 
For the purpose of increasing humic acid content iロpeat，the present wァriterscarried out both 
contact oxidation with dil. nitric acid and air oxidation. So as to obtain a product humic acid content 
of about 60%， the former process took 3 hours and the latter 1.5 hours. 
In this paper， for the purpose of saving time for oxidation， researches of oxidation with ozone 
in aqueous suspension of peat ar巴 dealtwith. On oxidation， humic acid content in peat increasing 
related to the time and t巴mp.，and the maximum content in wich was 60% at 600 C， 40 minutes. 




行ない，酸化によって穫肢と水可溶の有機1肢を得たと報告している。 Kinney 達2) は舵古 j)~ か
らオゾン酸化lとよりフミン酸を得ている。しかしこの場合もオゾン酸化によりフミン肢は分解
されるために，フミン酸量よりは蕗酸量が多かった。なお酸化反応における比京収支において










































































12 + 2Na2S203 -→Na2S406十2Na1
そして下記の関係からオゾン量を決定した。
N/IO Na2S203・1ms三2.4mg03







































































(OC) (min) (gfmin) (%) 
25 60 0.921 43.0 159 
25 60 0.677 33.6 124 
60 60 0.266 36.5 135 
60 60 0.580 43.3 160 
60 60 0.869 49.0 182 
































25 20 1.014 33.2 119 
25 40 0.917 41.0 152 
25 60 0.921 43.0 159 
40 20 0.917 43.2 160 
40 40 0.921 46.8 173 
40 60 0.963 51.1 189 
60 20 0.927 46.3 171 
60 40 0.985 53.0 196 


































































酸化温度 600Cラ酸化時間 60minで3.15g/s生成されていたので， これの回収は酸化コスト低
下に役立つものである。
オゾン酸化と他酸化法とを比較した結果は表-6(ζ示す通りである。
表-6 イ也 酸 化 法 と の 比 較








同 (OC) I (%) I (%) I (%) 
6 hr 60 
3 hr 60 
90 min 100 





























ゾン酸化に要したオゾン量を決定した。 乙の結果ラ オゾン酸化が発生する酸素の 1原子のみが
利用されると仮定すると， オゾン消費量は泥炭 I屯処理するのに 84kgとなる。 オゾンの値段
はオゾン発生装置の種類等によりコストは違うが，東洋高圧工業株式会社で使用している発生
装置を例にとると， オゾンの価格は 110円/kg03である。 これによるとオゾン酸化における酸
化剤としての値段は 9240円となる。
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